
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
情報提供装置から送信される情報を受信する利用者端末装置において、
前記情報提供装置と接続し、前記情報提供装置に所望の前記情報の要求を送信し、前記情
報提供装置から送信された、所望の前記情報および前記情報を特定する情報識別子を受信
する利用者通信手段と、
自分自身の記憶媒体に、履歴データとして、前記情報を特定する前記情報識別子、および
前記情報識別子に関連付けて受信回数を記憶させる処理を実行し、前記情報を受信した場
合、記憶されている前記情報識別子から、前記情報と共に受信した前記情報識別子と同一
のものを検索し、同一のものが検索されたとき、前記情報識別子に関連付けて記憶されて
いる前記受信回数をインクリメントし、 履歴の表示が指示
された場合、前記情報の受信回数に対応する順番で表示するように、前記履歴データの表
示の処理を実行する処理手段と、

前記履歴データの表示によって表示された履歴のうち
所定のものを指定する指定手段と、
前記指定手段により所定の履歴が指定されたとき、指定された履歴に対応する情報の提供
を前記情報提供装置に指令する指令手段と
を含むことを特徴とする利用者端末装置。
【請求項２】
前記情報を選択するための画面であるメニュー画面を基に、所望の前記情報の選択を操作
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する操作手段をさらに含み、
前記利用者通信手段は、さらに、前記メニュー画面を表示させるデータを前記情報提供装
置から受信し、 前記情報が選択された場合、選択された
前記情報の要求を前記情報提供装置に送信する
ことを特徴とする請求項１に記載の利用者端末装置。
【請求項３】
前記処理手段は、前記操作装置からの入力に基づき、履歴の表示が指示された場合、前記
情報の受信回数に対応する順番で、前記情報が属するディレクトリを表示するように表示
の処理を実行する
ことを特徴とする請求項１に記載の利用者端末装置。
【請求項４】
前記処理手段は、ディレクトリの指定があるか否かを判定し、前記ディレクトリの指定が
あると判定された場合、自分自身の前記記憶媒体に記憶されている前記ディレクトリの表
示を制御し、表示された前記ディレクトリのうち、 受
信した前記情報に対応させる前記ディレクトリを選択し、選択された前記ディレクトリに
、前記情報を特定する前記情報識別子を記憶させる処理を実行する
ことを特徴とする請求項１に記載の利用者端末装置。
【請求項５】
前記処理手段は、 ディレクトリの指定があるか否かを判
定し、前記ディレクトリの指定があると判定された場合、自分自身の前記記憶媒体に記憶
されている前記ディレクトリの表示を制御し、入力された名称の前記ディレクトリを追加

処理を実行する
ことを特徴とする に記載の利用者端末装置。
【請求項６】
前記処理手段は、ディレクトリの指定があるか否かを判定し、前記ディレクトリの指定が
ないと判定された場合、直ちに、前記情報を特定する前記情報識別子を記憶させる処理を
実行する
ことを特徴とする請求項１に記載の利用者端末装置。
【請求項７】
前記処理手段は、 履歴参照が指令された場合、ディレ
クトリの指定があるか否かを判定し、前記ディレクトリの指定がないと判定された場合、
前記ファイル情報毎に、前記 の表示の処理を実行し、前記ディレクトリの指定
があると判定された場合、前記記憶媒体に記憶されている前記ディレクトリの表示の処理
を実行し、さらに表示されている前記ディレクトリから、前記ディレクトリが選択された
場合、選択された前記ディレクトリに対応して記憶されている前記 の表示の処
理を実行する
ことを特徴とする請求項１に記載の利用者端末装置。
【請求項８】
情報提供装置から送信される情報を受信する利用者端末装置の情報処理方法において、
前記情報提供装置と接続し、前記情報提供装置に所望の前記情報の要求を送信し、前記情
報提供装置から送信された、所望の前記情報および前記情報を特定する情報識別子を受信
する利用者通信ステップと、
前記利用者端末装置の記憶媒体に、履歴データとして、前記情報を特定する前記情報識別
子、および前記情報識別子に関連付けて受信回数を記憶させる処理を実行し、前記情報を
受信した場合、記憶されている前記情報識別子から、前記情報と共に受信した前記情報識
別子と同一のものを検索し、同一のものが検索されたとき、前記情報識別子に関連付けて
記憶されている前記受信回数をインクリメントし、 履歴の
表示が指示された場合、前記情報の受信回数に対応する順番で表示するように、前記履歴
データの表示の処理を実行する処理ステップと、

前記履歴データの表示によって表示された履歴のうち
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所定のものを指定する指定ステップと、
前記指定ステップにおいて所定の履歴が指定されたとき、指定された履歴に対応する情報
の提供を前記情報提供装置に指令する指令ステップと
を含むことを特徴とする情報処理方法。
【請求項９】
前記情報を選択するための画面であるメニュー画面を基に、所望の前記情報の選択を操作
する操作ステップをさらに含み、
前記利用者通信ステップにおいて、さらに、前記メニュー画面を表示させるデータが前記
情報提供装置から受信され、 前記情報が選択された場合
、選択された前記情報の要求が前記情報提供装置に送信される
ことを特徴とする に記載の情報処理方法。
【請求項１０】
前記処理ステップにおいて、前記操作装置からの入力に基づき、履歴の表示が指示された
場合、前記情報の受信回数に対応する順番で、前記情報が属するディレクトリを表示する
ように表示の処理が実行される
ことを特徴とする に記載の情報処理方法。
【請求項１１】
前記処理ステップにおいて、ディレクトリの指定があるか否かを判定し、前記ディレクト
リの指定があると判定された場合、前記利用者端末装置の前記記憶媒体に記憶されている
前記ディレクトリの表示を制御し、表示された前記ディレクトリのうち、

受信した前記情報に対応させる前記ディレクトリを選択し、選択され
た前記ディレクトリに、前記情報を特定する前記情報識別子を記憶させる処理が実行され
る
ことを特徴とする に記載の情報処理方法。
【請求項１２】
前記処理ステップにおいて、 ディレクトリの指定がある
か否かを判定し、前記ディレクトリの指定があると判定された場合、前記利用者端末装置
の前記記憶媒体に記憶されている前記ディレクトリの表示を制御し、入力された名称の前
記ディレクトリを追加 処理が実行される
ことを特徴とする に記載の情報処理方法。
【請求項１３】
前記処理ステップにおいて、ディレクトリの指定があるか否かを判定し、前記ディレクト
リの指定がないと判定された場合、直ちに、前記情報を特定する前記情報識別子を記憶さ
せる処理が実行される
ことを特徴とする に記載の情報処理方法。
【請求項１４】
前記処理ステップにおいて、 履歴参照が指令された場
合、ディレクトリの指定があるか否かが判定され、前記ディレクトリの指定がないと判定
された場合、前記ファイル情報毎に、前記 の表示の処理が実行され、前記ディ
レクトリの指定があると判定された場合、前記記憶媒体に記憶されている前記ディレクト
リの表示の処理が実行され、さらに表示されている前記ディレクトリから、前記ディレク
トリが選択された場合、選択された前記ディレクトリに対応して記憶されている前記

の表示の処理が実行される
ことを特徴とする に記載の情報処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば情報提供装置と利用者端末装置とを電話回線を介して接続し、ショッピ
ングシステムを構築した場合において、所望の情報を検索する場合に用いて好適な

に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
例えばパソコン通信等において、利用者がデータベースにアクセスし、所定のデータを検
索する場合、階層的に検索を行っていた。即ち、最初に所定のメニュー画面が情報提供装
置から利用者端末装置に提供され、利用者は、そのメニュー画面から検索すべき情報に関
連する項目を選択する。情報提供装置は、この選択に従って、新たなメニューを利用者端
末装置に提供する。利用者は、この新たなメニューから、さらに所望のデータに関連する
項目を選択する。
【０００３】
このような選択操作を複数回繰り返して、最終的に所望のデータを検索することができる
。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
従来のシステムは、このように、過去に同一のデータにアクセスしたことがあったとして
も、毎回、始めから同様の手順で選択操作を複数回繰り返すことで所定の情報にアクセス
しなければならず、操作が煩雑で不便であった。
【０００５】
また、このため、所望の情報を得るのに必要な時間のオーバヘッドが長くなり、電話回線
あるいはデータベース使用料等が高額となってしまう課題があった。
【０００６】
本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、より迅速に、所望の情報にアクセ
スすることができるようにするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
本発明の利用者端末装置は、情報提供装置と接続し、情報提供装置に所望の情報の要求を
送信し、情報提供装置から送信された、所望の情報および情報を特定する情報識別子を受
信する利用者通信手段と、自分自身の記憶媒体に、履歴データとして、情報を特定する情
報識別子、および情報識別子に関連付けて受信回数を記憶させる処理を実行し、情報を受
信した場合、記憶されている情報識別子から、情報と共に受信した情報識別子と同一のも
のを検索し、同一のものが検索されたとき、情報識別子に関連付けて記憶されている受信
回数をインクリメントし、 履歴の表示が指示された場合、
情報の受信回数に対応する順番で表示するように、履歴データの表示の処理を実行する処
理手段と、 履歴データの表示によって表示された履歴のう
ち所定のものを指定する指定手段と、指定手段により所定の履歴が指定されたとき、指定
された履歴に対応する情報の提供を情報提供装置に指令する指令手段とを備えることを特
徴とする。
【０００８】
利用者端末装置は、情報を選択するための画面であるメニュー画面を基に、所望の情報の
選択を操作する操作手段をさらに設け、利用者通信手段は、さらに、メニュー画面を表示
させるデータを情報提供装置から受信し、 情報が選択された
場合、選択された情報の要求を情報提供装置に送信するようにすることができる。
【０００９】
処理手段は、 履歴の表示が指示された場合、情報の受信回
数に対応する順番で、情報が属するディレクトリを表示するように表示の処理を実行する
ようにすることができる。
【００１０】
処理手段は、ディレクトリの指定があるか否かを判定し、ディレクトリの指定があると判
定された場合、自分自身の記憶媒体に記憶されているディレクトリの表示を制御し、表示
されたディレクトリのうち、 受信した情報に対応させるデ
ィレクトリを選択し、選択されたディレクトリに、情報を特定する情報識別子を記憶させ
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る処理を実行するようにすることができる。
【００１１】
処理手段は、 ディレクトリの指定があるか否かを判定し、デ
ィレクトリの指定があると判定された場合、自分自身の記憶媒体に記憶されているディレ
クトリの表示を制御し、入力された名称のディレクトリを追加 処理を実行するように
することができる。
【００１２】

【００１３】
処理手段は、 履歴参照が指令された場合、ディレクトリの
指定があるか否かを判定し、ディレクトリの指定がないと判定された場合、ファイル情報
毎に、 の表示の処理を実行し、ディレクトリの指定があると判定された場合、
記憶媒体に記憶されているディレクトリの表示の処理を実行し、さらに表示されているデ
ィレクトリから、ディレクトリが選択された場合、選択されたディレクトリに対応して記
憶されている の表示の処理を実行するようにすることができる。
【００１５】
本発明の情報処理方法は、情報提供装置と接続し、情報提供装置に所望の情報の要求を送
信し、情報提供装置から送信された、所望の情報および情報を特定する情報識別子を受信
する利用者通信ステップと、利用者端末装置の記憶媒体に、履歴データとして、情報を特
定する情報識別子、および情報識別子に関連付けて受信回数を記憶させる処理を実行し、
情報を受信した場合、記憶されている情報識別子から、情報と共に受信した情報識別子と
同一のものを検索し、同一のものが検索されたとき、情報識別子に関連付けて記憶されて
いる受信回数をインクリメントし、 履歴の表示が指示され
た場合、情報の受信回数に対応する順番で表示するように、履歴データの表示の処理を実
行する処理ステップと、 履歴データの表示によって表示さ
れた履歴のうち所定のものを指定する指定ステップと、指定ステップにおいて所定の履歴
が指定されたとき、指定された履歴に対応する情報の提供を情報提供装置に指令する指令
ステップとを含むことを特徴とする。
【００１６】
情報を選択するための画面であるメニュー画面を基に、所望の情報の選択を操作する操作
ステップをさらに設け、利用者通信ステップは、さらに、メニュー画面を表示させるデー
タを情報提供装置から受信し、 情報が選択された場合、選択
された情報の要求を情報提供装置に送信するようにすることができる。
【００１７】
処理ステップは、 履歴の表示が指示された場合、情報の受
信回数に対応する順番で、情報が属するディレクトリを表示するように表示の処理を実行
するようにすることができる。
【００１８】
処理ステップは、ディレクトリの指定があるか否かを判定し、ディレクトリの指定がある
と判定された場合、利用者端末装置の記憶媒体に記憶されているディレクトリの表示を制
御し、表示されたディレクトリのうち、 受信した情報に対
応させるディレクトリを選択し、選択されたディレクトリに、情報を特定する情報識別子
を記憶させる処理を実行するようにすることができる。
【００１９】
処理ステップは、 ディレクトリの指定があるか否かを判定し
、ディレクトリの指定があると判定された場合、利用者端末装置の記憶媒体に記憶されて
いるディレクトリの表示を制御し、入力された名称のディレクトリを追加 処理を実行
するようにすることができる。
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【００２０】

【００２１】
処理ステップは、 履歴参照が指令された場合、ディレクト
リの指定があるか否かを判定し、ディレクトリの指定がないと判定された場合、ファイル
情報毎に、 の表示の処理を実行し、ディレクトリの指定があると判定された場
合、記憶媒体に記憶されているディレクトリの表示の処理を実行し、さらに表示されてい
るディレクトリから、ディレクトリが選択された場合、選択されたディレクトリに対応し
て記憶されている の表示の処理を実行するようにすることができる。
【００２９】
本発明の利用者端末装置および情報処理方法においては、情報提供装置と接続され、情報
提供装置に所望の情報の要求が送信され、情報提供装置から送信された、所望の情報およ
び情報を特定する情報識別子が受信され、記憶媒体に、履歴データとして、情報を特定す
る情報識別子、および情報識別子に関連付けて受信回数を記憶させる処理が実行され、情
報を受信した場合、記憶されている情報識別子から、情報と共に受信した情報識別子と同
一のものが検索され、同一のものが検索されたとき、情報識別子に関連付けて記憶されて
いる受信回数がインクリメントされ、 履歴の表示が指示さ
れた場合、情報の受信回数に対応する順番で表示するように、履歴データの表示の処理が
実行され、 履歴データの表示によって表示された履歴のう
ち所定のものが指定され、所定の履歴が指定されたとき、指定された履歴に対応する情報
の提供が情報提供装置に指令される。従って、過去に受信したことのある情報を、迅速に
検索することが可能となる。
【００３２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の一実施例を図１乃至図３に基づいて説明する。図１は、本発明の情報検索
システムの情報の全体的流れを示すシステム構成図である。同図において、情報提供装置
１は、情報提供者が情報を利用者に提供するための装置であって、具体的には、例えば図
２に示すように構成されている。利用者端末装置２は、情報提供者からの情報を抽出し得
るものであって、具体的には、例えば図３に示すように構成されている。情報提供装置１
と利用者端末装置２は、電話回線、ＩＳＤＮなどの通信網３によって、情報を双方向で伝
送可能に接続される。
【００３３】
図２において、記憶装置１１は、利用者に提供する情報を記憶している。記憶装置１２は
、利用者毎の課金情報、電話番号など、利用者の管理情報を記憶している。
【００３４】
暗号化回路１６は、情報提供装置１から送出される情報に対して、例えば、ＤＥＳ，ＦＩ
ＥＬ，ＲＳＡなどの方式に従って暗号化処理を行う。変換器１７は、暗号化された情報を
、伝送に適した所定の信号に変換する。通信インタフェース部１８は、通信網３に対する
インタフェース部である。
【００３５】
ＲＯＭ１５には、この情報提供装置１を働かせる実行プログラムや、記憶装置１１の管理
情報が記憶されている。ＲＡＭ１４は、現在の状況を示す情報を記憶する。ＣＰＵ１３は
、実行プログラムを実行する。システムバス１９は、各システムブロックを接続するデー
タバス、アドレスバス、制御バスなどからなる。
【００３６】
図３において、記憶装置４０は、情報提供装置１から受信した情報のＩＤ（アドレス）を
記憶する。暗号解読回路３５は、情報提供装置１から送出された情報に対して暗号解読処
理を行う。通信インタフェース部３６は、通信網３に対するインタフェース部である。
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処理ステップは、ディレクトリの指定があるか否かを判定し、ディレクトリの指定がない
と判定された場合、直ちに、情報を特定する情報識別子を記憶させる処理を実行するよう
にすることができる。

操作装置からの入力に基づき、

履歴データ

履歴データ

操作装置からの入力に基づき、

操作装置からの入力に基づき、



【００３７】
ＲＡＭ３３は、制御プログラムの一時的な情報等を記憶する。ＲＯＭ３４は、実行プログ
ラムおよび利用者端末装置２の管理情報を記憶している。ＣＰＵ３２は、実行プログラム
を実行する。
【００３８】
表示回路３８は、テレビモニタ等の表示装置３９に表示可能に情報を信号処理する。操作
装置３７は、利用者によって操作され、表示装置３９に表示すべき情報を選択するなどの
操作を行う。システムバス４１は、各システムブロックを接続するデータバス、アドレス
バス、制御バスなどからなる。
【００３９】
図４は、情報提供装置１から利用者端末装置２に情報を伝達する場合のデータのフォーマ
ットを表している。同図に示すように、先頭には、情報の先頭を表す情報ヘッダが配置さ
れ、それに続いて、情報を識別するための情報識別ＩＤが配置されている。この情報識別
ＩＤには、データの分類に従って、番号が規則的に割り当てられている。
【００４０】
次にファイル情報として、データの作成日時、データの種別、データの分類、データの特
性およびデータ量が配置されており、利用者からの検索が容易になるようになされている
。即ち、利用者は、これらのデータの作成日時、データの種別、データの分類、データの
特性またはデータ量のうち、所定のものを適宜選択、指定することにより、多くの情報の
中から所定の情報を選択することができるようになされている。
【００４１】
ファイル情報の次に、利用者に提供されるべき実質的な情報が配置されており、最後に、
情報の終端を表す情報終端識別子が配置されている。
【００４２】
次に、以上の情報検索システムにおいて、利用者が利用者端末装置２を介して情報提供装
置１にアクセスし、所定の情報を検索する動作について、図５のフローチャートを参照し
て説明する。
【００４３】
最初にステップ１０１において、利用者は、回線接続処理を行う。即ち、利用者が利用者
端末装置２の操作装置３７を操作して、情報提供装置１へのアクセスを指令すると、ＣＰ
Ｕ３２は、通信インタフェース部３６を制御し、回線接続処理を実行させる。通信インタ
フェース部３６は、ＣＰＵ３２からの指令を受けたとき、記憶装置４０に予め記憶されて
いる情報提供装置１の電話番号を読み出し、その電話番号に対する発呼動作を開始する。
情報提供装置１がこの発呼動作に応答したとき、ステップ１０２に進み、ＣＰＵ３２は、
利用者ＩＤ送信処理を実行する。即ち、ＣＰＵ３２は、呼設定メッセージ内のユーザ・ユ
ーザ情報を使用し、利用者ＩＤ及びパスワードを、通信インタフェース部３６を介して情
報提供装置１に伝送する。
【００４４】
情報提供装置１は、通信インタフェース部１８を介して、この利用者ＩＤの供給を受けた
とき、ステップ１０３において、利用者の認証処理を実行する。即ち、ＣＰＵ１３は、受
信した利用者ＩＤ及びパスワードを基にして、記憶装置１２の利用者管理情報を検索し、
この利用者ＩＤの利用者が正規の利用者であるか否かを判定する。
【００４５】
正規の利用者からのアクセスである場合においては、ＣＰＵ１３は、通信インタフェース
部１８を介して、利用者端末装置２に初期メニュー画面のデータを伝送する。利用者端末
装置２は、通信インタフェース部３６を介して、この初期メニュー画面データを受信した
とき、そのデータを表示回路３８を介して表示装置３９に出力し、表示させる。即ち、ス
テップ１０４の初期メニュー画面受信処理と、ステップ１０５の初期メニュー画面表示処
理が実行される。これにより、例えば図６に示すように、表示装置３９に初期メニュー画
面が表示される。
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【００４６】
次にステップ１０６に進み、ＣＰＵ３２は、履歴参照の指令が入力されたか否かを判定し
、入力されていない場合においては、ステップ１０７に進み、情報の検索処理を実行する
。即ち、利用者は操作装置３７を操作し、例えば図６のメニューからショッピングの情報
の検索を指令すると、ＣＰＵ３２は、ショッピングの情報の検索が選択されたことを情報
提供装置１に通知する。情報提供装置１のＣＰＵ１３は、この通知を受けたとき、記憶装
置１１に記憶されているショッピングに関する情報のメニューを、利用者端末装置２に伝
送する。利用者端末装置２は、この情報の供給を受けたとき（ステップ１０８）、これを
表示装置３９に表示させる（ステップ１０９）。これにより、例えば購入を希望する商品
のリストが表示される。
【００４７】
利用者は、この表示の中から、例えば衣服を選択すると、その選択信号が情報提供装置１
に伝送される。情報提供装置１のＣＰＵ１３は、衣服の選択指令の入力を受けると、記憶
装置１１から衣服に関する選択メニューデータを読み出し、これを利用者端末装置２に伝
送する。利用者端末装置２は、この衣服のメニューのデータの供給を受けたとき、これを
表示装置３９に表示させる。表示装置３９には、これにより、例えば婦人服、紳士服、子
供服などのさらに細かい選択項目が表示される。利用者はこの中からさらに所定の項目を
選択する。
【００４８】
尚、情報提供装置１は、このような情報を利用者端末装置２に供給するとき、そのデータ
を暗号化回路１６により暗号化して伝送する。利用者端末装置２においては、この暗号化
されたデータを暗号解読回路３５において解読して、表示装置３９に表示させる。
【００４９】
以上のようにして、ステップ１０７乃至１１０の処理が、所望の商品を選択するまで繰り
返し実行される。
【００５０】
そして、最終的に所望の商品を選択したとき、利用者は操作装置３７を操作して、その商
品の選択終了を指令する。ステップ１１０で、この指令の入力が判定されると、ステップ
１１１に進み、利用者端末装置２のＣＰＵ３２は、情報識別ＩＤの履歴更新処理を実行す
る。
【００５１】
この情報識別ＩＤの履歴更新処理の詳細は、図７のフローチャートに示されている。
【００５２】
最初にＣＰＵ３２は、ステップ２０１で、最終的に選択した商品のディレクトリを指定す
る指令が入力されているか否かを判定する。即ち、利用者は、いまアクセスを行った商品
の情報に関し、これを自分なりの分類（ディレクトリ）に登録しておきたい場合において
は、そのディレクトリを登録することができる。この場合、利用者は操作装置３７を操作
して、ディレクトリの指定を指令する。
【００５３】
ＣＰＵ３２は、ディレクトリの指定が入力されたとき、ステップ２０２に進み、既に登録
してあるディレクトリを記憶装置４０から読み出し、これを表示装置３９に表示させる。
これにより、例えば図８に示すように、既に登録されているディレクトリが表示装置３９
に表示される。図８の表示例においては、Ｄ１乃至Ｄ４の４つのディレクトリが表示され
ている。
【００５４】
使用者は、このディレクトリの中からいま選択した商品に対応させるディレクトリが存在
するか否かを、ステップ２０３において判定する。既に登録されている（表示されている
）ディレクトリの中に、いまアクセスした情報を対応させるディレクトリが存在しない場
合においては、ステップ２０４に進み、利用者は操作装置３７を操作して、新たに追加す
るディレクトリの名称を入力する。ＣＰＵ３２は、この名称の入力を受けると、その名称

10

20

30

40

50

(8) JP 3567461 B2 2004.9.22



を新たなディレクトリの名称として、ステップ２０５において、記憶装置４０に登録させ
る。
【００５５】
そして、再びステップ２０２に戻り、登録してあるディレクトリが表示される。これによ
り、ステップ２０４で追加したディレクトリが、表示装置３９に表示されることになる。
【００５６】
そして、この表示されたディレクトリの中から、アクセスした情報に対応させるディレク
トリが存在する場合においては、ステップ２０６に進み、そのディレクトリを操作装置３
７を操作して指定する。ＣＰＵ３２は、ステップ２０７において、最終的に選択された情
報に対応する識別ＩＤを、ステップ２０６で指定したディレクトリに対応して記憶装置４
０に登録させる。また、このとき、ＣＰＵ３２は、記憶装置４０に既に同一の識別ＩＤが
登録されているか否かを検索し、登録されている場合においては、その受信回数を１だけ
インクリメントする。そして、その受信回数も、記憶装置４０に登録する。
【００５７】
ステップ２０１において、ディレクトリを指定する必要がないと判定された場合において
は、ステップ２０２乃至２０６の処理はスキップされ、ステップ２０７の処理が直ちに実
行される。
【００５８】
このようにして、記憶装置４０には、過去にアクセスしたことのある情報の識別ＩＤとそ
の受信回数が、ディレクトリと対応して、情報識別ＩＤの履歴として適宜登録される。
【００５９】
以上のようにして、情報識別ＩＤの履歴更新処理が行われた後、図５のステップ１１２に
進み、ショッピングの終了が指令されたか否かが判定され、終了が指令されていない場合
においては、ステップ１０４に戻り、初期メニュー画面が表示され、同様の処理が繰り返
し実行される。
【００６０】
一方、利用者は、アクセスを終了させる場合、操作装置３７を操作して、その旨をＣＰＵ
３２に指令する。このとき、ＣＰＵ３２はステップ１１３に進み、通信インタフェース部
３６を制御し、情報提供装置１との接続を解放し、処理を終了させる。
【００６１】
尚、ステップ１０３で、正規の利用者からのアクセスではないと判定された場合、直ちに
ステップ１１３に進み、切断、開放処理が実行される。
【００６２】
利用者は、以上のように、情報提供装置１に対してアクセスを行い、過去に１度でもアク
セスしたことのある情報に再びアクセスを行いたい場合においては、図６に示した初期メ
ニュー画面表示状態において、履歴参照の項目を選択する。このとき、図５のステップ１
０６からステップ１１４に進み、履歴参照処理が実行される。この履歴参照処理の詳細は
、図９のフローチャートに示されている。
【００６３】
即ち、利用者端末装置２のＣＰＵ３２は、操作装置３７より履歴参照の指令が入力される
と、ステップ３０１において、履歴情報の表示処理を実行する。これにより、記憶装置４
０に記憶されている情報識別ＩＤの履歴（リスト）が読み出され、表示回路３８を介して
表示装置３９に表示される。このとき、例えば図１０に示すように、アクセスした頻度（
受信回数）の多い順番に、図７のフローチャートに示す処理で登録されたディレクトリが
最初に表示される。図１０に示すディレクトリＤ１乃至Ｄ４は、図８に示すように、Ｄ１
乃至Ｄ４の順に登録されたのであるが、その後のアクセス頻度が、Ｄ３，Ｄ２，Ｄ４，Ｄ
１の順であるため、この順番にディレクトリが表示される。
【００６４】
図７のステップ２０１において、利用者がディレクトリを指定しなかった場合においては
、ここにおける表示は、図４のファイル情報として説明した、データの種別、データの分
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類、データの特性およびデータ量毎に、履歴が表示される。
【００６５】
次に図９のステップ３０２に進み、利用者は情報の指定を行う。即ち、例えば図１０に示
すように、表示装置３９に、利用者が過去にアクセスしたことのある情報が属するディレ
クトリが表示されている状態において、利用者は、これからアクセスしようとするディレ
クトリを、操作装置３７を操作して選択する。ＣＰＵ３２は、所定のディレクトリが選択
されたとき、そのディレクトリに属する情報のリストを記憶装置４０から読み出し、表示
装置３９に表示させる。
【００６６】
例えば図１０に示す状態において、ディレクトリＤ３を選択したとき、図１１に示すよう
に、ディレクトリＤ３に属する情報であって、過去にアクセスしたことのある情報が表示
される。この場合においても、各情報は、アクセス頻度の多いものから順番に表示される
。
【００６７】

【００６８】
利用者は、ステップ３０２において、表示装置３９に、これからアクセスしようとする情
報が表示されるまで、同様の処理を繰り返す。ＣＰＵ３２は、最終的に情報の指定が行わ
れたとき、ステップ３０３に進み、指定された情報の情報識別ＩＤを記憶装置４０から検
索する。即ち、上述したように、図７のステップ２０７において、記憶装置４０には、過
去にアクセスした情報の情報識別ＩＤの履歴が登録されているので、この情報識別ＩＤが
検索される。そしてステップ３０４において、この情報識別ＩＤが情報提供装置１に伝送
される。
【００６９】
情報提供装置１は、情報識別ＩＤの送出を受けたとき、この情報識別ＩＤに対応する情報
を記憶装置１１から読み出し、利用者端末装置２に伝送する。利用者端末装置２のＣＰＵ
３２は、ステップ３０５において、情報提供装置１より伝送された情報を受信し、ステッ
プ３０６において、これを表示装置３９に表示させる。
【００７０】
このようにして、過去にアクセスしたことのある情報に対しては、その情報を指定すると
、その情報の提供を受けるための動作が自動的に行われる。このため、迅速に所望の情報
の提供を受けることができる。
【００７１】
次にステップ３０７において、履歴参照処理の終了が指令されたか否かが判定され、終了
の指令が入力されていない場合においては、ステップ３０１に戻り、上述した動作が繰り
返し実行される。
【００７２】
操作装置３７を操作することで、履歴参照処理の終了が指令された場合、ＣＰＵ３２は、
履歴参照処理を終了させる。その後、図５のステップ１１１に戻り、情報識別ＩＤの履歴
更新処理が実行される。
【００７３】
このように、過去にアクセスしたことのある情報に再びアクセスする場合においては、そ
の情報のリストの中から、その情報を指定するだけで、自動的にその情報の提供を受ける
ことができるため、例えばオンラインショッピングなどにおいて、定期的に必要となる商
品を注文する場合などに便利となる。
【００７４】
以上の実施例においては、オンラインショッピングを例として動作を説明したが、映画あ
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図１１の実施例においては、ディレクトリＤ３に属する情報であって、過去にアクセスし
たことのある情報として、情報Ｂ，Ｃ，Ａが表示されているが、アクセス頻度は情報Ｂが
最も多く、次に情報Ｃと情報Ａが続くため、同図に示すように、情報Ｂ、情報Ｃおよび情
報Ａの順番に表示されている。



るいはゲームなどのビデオ情報の提供を受ける場合にも、本発明は適用することが可能で
ある。
【００７５】
【発明の効果】
以上の如く本発明の利用者端末装置および情報処理方法によれば、情報提供装置と接続し
、情報提供装置に所望の情報の要求を送信し、情報提供装置から送信された、所望の情報
および情報を特定する情報識別子を受信し、記憶媒体に、履歴データとして、情報を特定
する情報識別子、および情報識別子に関連付けて受信回数を記憶させる処理を実行し、情
報を受信した場合、記憶されている情報識別子から、情報と共に受信した情報識別子と同
一のものを検索し、同一のものが検索されたとき、情報識別子に関連付けて記憶されてい
る受信回数をインクリメントし、 履歴の表示が指示された
場合、情報の受信回数に対応する順番で表示するように、履歴データの表示の処理を実行
し、 履歴データの表示によって表示された履歴のうち所定
のものを指定し、所定の履歴が指定されたとき、指定された履歴に対応する情報の提供を
情報提供装置に指令するようにしたので、所定の情報の提供を受けるためのオーバーヘッ
ドが少なくなり、迅速に情報の提供を受けることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の情報検索システムの全体の構成を示すブロック図である。
【図２】図１の情報提供装置１の構成例を示すブロック図である。
【図３】図１の利用者端末装置２の構成例を示すブロック図である。
【図４】図１の情報提供装置１と利用者端末装置２の間の伝送フォーマットを説明する図
である。
【図５】図１の実施例の動作を説明するフローチャートである。
【図６】図５のステップ１０４の初期メニュー画面の例を示す図である。
【図７】図５のステップ１１１の情報識別ＩＤの履歴更新処理を説明するフローチャート
である。
【図８】図７のステップ２０２のディレクトリの表示例を示す図である。
【図９】図５のステップ１１４の履歴参照処理を説明するフローチャートである。
【図１０】図９のステップ３０１の履歴情報の表示例を示す図である。
【図１１】図９のステップ３０１の履歴情報の表示例を示す図である。
【図１２】図９のステップ３０１の履歴情報の表示例を示す図である。
【符号の説明】
１　情報提供装置，　２　利用者端末装置，　３　通信網，　１１，１２　記憶装置，　
１３　ＣＰＵ，　１４　ＲＡＭ，　１５　ＲＯＭ，　１６　暗号化回路，　１７　変換器
，　１８　通信インタフェース部，　３２　ＣＰＵ，　３３ＲＡＭ，　３４　ＲＯＭ，　
３５　暗号解読回路，　３６　通信インタフェース部，　３７　操作装置，　３８　表示
回路，　３９　表示装置，　４０　記憶装置
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操作装置からの入力に基づき、

操作装置からの入力に基づき、



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

(13) JP 3567461 B2 2004.9.22



フロントページの続き

(56)参考文献  特開昭６３－２３１５２７（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６３－３１３２３４（ＪＰ，Ａ）
              特開平０４－２６０１４０（ＪＰ，Ａ）
              特開平０５－１０８４３５（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６３－０１０８９４（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６２－１５４０６２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０３－０２２０８４（ＪＰ，Ａ）
              特開昭６３－０５０２８８（ＪＰ，Ａ）
              特開平０３－０４３８６７（ＪＰ，Ａ）
              特開平０３－０５５６６６（ＪＰ，Ａ）
              特開平０８－０２２４７３（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.7，ＤＢ名)
              G06F 17/30
              G06F 12/00
              H04N  7/173
              H04H  1/00
              JSTPlus(JOIS)

(14) JP 3567461 B2 2004.9.22


	bibliographic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

